
う
見
解
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。

後
藤
新
平
の
衛
生
行
政
論
の
基
本
骨
格
は
、
留
学
お
よ
び
日
清
戦
争
、
さ
ら
に
は
日
露
戦
争
を
経
た
後
に
も
、
明
治
二
十
一
年
に
は
形
成
さ

（
一
）

れ
て
い
た
も
の
と
同
様
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
後
藤
自
身
の
論
述
か
ら
実
証
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
は
、
命
価
説
が
衛
生
施
策
や
疾
病
保
険
な
ど
の
必
要
性
を
中
流
以
上
の
人
食
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
「
論
法
」
と
し
て
工
夫
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て
は
、
命
価
と
い
う
概
念
が
放
棄
は
さ
れ
ず
に
、
よ
り
正
確
な
「
健
康
の
価
」
に
置
換
さ
れ
て

後
藤
新
平
の
衛
生
行
政
論
の
中
に
、
命
価
説
あ
る
い
は
命
価
論
と
い
う
概
念
が
、
明
治
十
八
年
か
ら
明
治
二
十
二
年
に
か
け
て
登
場
し
た
。

従
来
、
命
価
説
に
関
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
野
村
拓
氏
は
注
目
す
べ
き
主
張
を
行
な
っ
た
。
野
村
氏
は
命
価
説

が
、
明
治
二
十
二
年
以
降
は
後
藤
の
所
論
に
出
て
こ
な
い
と
い
う
事
実
に
着
目
し
、
こ
の
こ
と
を
後
藤
の
衛
生
行
政
論
が
ド
イ
ツ
留
学
（
明
治

二
十
三
年
四
月
よ
り
二
十
五
年
六
月
）
お
よ
び
日
清
戦
争
（
明
治
二
十
七
年
八
月
よ
り
二
十
八
年
三
月
）
を
契
機
に
基
本
的
に
変
化
し
た
と
い

い
る
こ
と
を
論
証
す
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
の
第
八
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

は
じ
め
に 後

藤
新
平
「
命
価
説
」
に
関
す
る
研
究

距
稚
纒
樫
睾
鐸
錠
埠
に
一
許
哩
鎧
諄
廻
需
昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
七
日
受
付

日
野
秀
逸
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中
間
層
を
政
策
対
象
と
し
た
理
論
と
し
て
命
価
説
を
位
置
づ
け
た
上
で
、
野
村
氏
は
、
後
藤
の
理
論
が
、
留
学
と
日
本
資
本
主
義
の
展
開
に

よ
っ
て
変
化
し
、
政
策
対
象
が
労
働
者
階
級
を
中
心
と
し
た
部
分
に
移
り
、
そ
の
た
め
に
命
価
説
が
登
場
し
な
く
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ

る
。
確
認
の
た
め
に
野
村
氏
の
所
論
を
二
、
三
、
出
し
て
お
く
。

命
価
説
に
関
す
る
野
村
氏
の
主
張
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
後
藤
の
命
価
説
が
、
衛
生
行
政
の
対
象
を
中
等
度
以
上
の
者
と
す
る
理
論
だ
と

（
一
一
）

位
置
づ
け
つ
つ
、
野
村
氏
は
、
後
藤
の
命
価
説
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

「
『
命
価
説
』
は
「
国
家
衛
生
原
理
』
以
後
の
著
述
に
は
登
場
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
時
代
が
変
っ
た
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
日
本
の
産
業
資
本
が
確
立
し
、
・
労
資
関
係
が
広
汎
に
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
面
の
課
題
は
労
働
者
対
策
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て

（
一
二
）

中
産
階
級
を
安
全
弁
と
見
な
す
社
会
政
策
思
想
は
次
第
に
時
代
お
く
れ
と
な
っ
て
き
ま
す
。
」

「
労
働
者
保
護
の
問
題
で
口
火
を
切
っ
た
の
は
、
や
は
り
後
藤
新
平
で
す
が
、
「
な
ぜ
労
働
者
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
彼
の
こ
れ
ま
で
の
所
論
上
、
ど
う
も
都
合
の
悪
い
点
が
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
後
藤
新
平
の
「
命
価
説
」
の
項
で
述
べ

と
に
な
り
ま
す
。
」

「
つ
ま
り
当
世
風
に
い
え
ば
、
「
ゼ
ニ
の
と
れ
る
男
」
は
、
そ
れ
だ
け
摂
生
に
気
を
つ
け
、
ス
タ
ミ
ナ
食
を
と
り
、
睡
眠
も
十
分
と
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
「
ゼ
ニ
の
と
れ
る
男
」
の
衛
生
に
対
す
る
関
心
が
、
お
よ
そ
「
ゼ
’
一
の
と
れ
な
い
男
」
の
生
活
環
境
を
も
改
善
さ
せ
た
の
だ
。

だ
か
ら
衛
生
上
の
問
題
に
お
い
て
も
、
た
よ
り
に
な
る
の
は
、
や
は
り
「
ゼ
ニ
の
と
れ
る
男
」
（
中
等
以
上
の
人
物
）
な
の
だ
、
と
い
う
こ

一
野
村
拓
氏
の
主
張

569 （17）



た
よ
う
に
、
彼
は
「
高
価
ノ
性
命
」
「
低
価
ノ
性
命
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
い
、
高
額
の
収
入
の
可
能
性
を
持
っ
た
階
層
、
即
ち
「
其
生
命

ノ
高
価
ナ
ル
コ
ト
」
を
知
っ
た
「
中
等
以
上
ノ
人
物
」
が
公
衆
衛
生
上
の
改
善
の
推
進
力
で
あ
っ
た
し
、
あ
り
得
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
ま

す
。
こ
の
論
法
で
行
く
と
、
労
働
者
階
級
は
、
明
ら
か
に
「
低
価
ノ
性
命
」
し
か
も
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
彼
の
よ
う
に
理
詰
め
で
労

働
者
の
保
護
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
ど
う
も
具
合
の
悪
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
に
お
い
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
理
論
の
転
換
が
起
こ
っ
て
、
爾
後
「
命
価
説
」
は
、
彼
の
所
論
の
中
で
は
登
場
し
な
く
な
り
ま
す
。
大

日
本
私
立
衛
生
会
第
十
回
総
会
（
明
治
二
十
九
年
．
一
八
九
六
）
で
彼
が
行
っ
た
講
演
は
、

「
倫
敦
の
富
は
労
働
者
に
あ
り
又
貧
民
に
あ
り
、
日
本
の
富
は
日
本
労
働
者
に
あ
り
日
本
貧
民
に
あ
り
、
其
保
護
は
衛
生
法
に
依
っ
て
成

効
す
べ
く
日
本
将
来
の
富
強
に
な
る
と
否
と
の
問
題
も
此
に
存
す
る
の
で
あ
り
ま
す
」

と
、
な
か
な
か
い
い
調
子
で
す
。
か
つ
て
は
「
中
等
度
以
下
」
の
人
間
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
問
題
に
な
ら
ぬ
階
層
が
日

（
四
）

本
の
富
を
担
う
よ
う
に
、
彼
の
所
論
は
大
転
換
し
た
わ
け
で
す
。
」

以
上
の
野
村
氏
の
所
説
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
と
お
り
に
な
ろ
う
。

①
後
藤
の
衛
生
行
政
論
に
お
い
て
、
政
策
対
象
は
中
等
度
以
上
で
あ
り
、
推
進
力
も
中
等
度
以
上
で
あ
っ
た
。

②
後
藤
の
命
価
説
は
①
の
内
容
を
表
現
す
る
用
語
で
あ
っ
た
。

③
後
藤
の
衛
生
行
政
論
が
、
ド
イ
ツ
留
学
お
よ
び
日
清
戦
争
を
契
機
に
大
転
換
し
、
政
策
対
象
は
労
働
者
・
貧
民
に
変
っ
た
。

④
③
の
転
換
の
た
め
に
、
命
価
説
は
『
国
家
衛
生
原
理
』
（
明
治
二
十
二
年
）
よ
り
後
に
は
、
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

後
藤
新
平
の
命
価
説
と
い
う
用
語
は
、
明
示
的
に
は
、
明
治
十
八
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
、
「
生
命
ノ
直
段
ヲ
定
ム

二
後
藤
新
平
の
命
価
説

570（18）



（
一
ユ
）

ル
秤
量
」
と
称
さ
れ
て
い
る
短
か
い
報
告
と
、
明
治
十
九
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
、
「
国
家
衛
生
ノ
盛
衰
〈
国
民
ノ
命

（
一
ハ
）

価
｝
一
関
係
ス
」
と
題
す
る
講
演
に
出
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
主
著
と
目
さ
れ
る
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て
は
、
注
に
出
て
い
る
だ
け
で
、

ま
ず
「
生
命
の
直
段
ヲ
定
ム
ル
秤
量
」
か
ら
検
討
し
よ
う
。

こ
れ
は
短
い
報
告
で
あ
り
、
題
名
も
つ
い
て
い
な
い
。
後
藤
は
こ
の
報
告
に
お
い
て
、
衛
生
事
業
を
進
め
る
う
え
で
困
難
を
き
た
し
て
い
る

諸
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
自
ら
の
生
命
を
大
事
に
見
な
い
考
え
が
あ
る
と
い
う
論
点
を
述
べ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
こ
の
報
告
は
、
衛
生
事
業

推
進
に
あ
た
っ
て
生
じ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
討
論
し
て
い
る
さ
い
の
発
言
で
あ
る
。
主
要
な
論
点
を
示
そ
う
。
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
東
京

に
お
け
る
下
水
道
竣
喋
で
あ
る
。 （

七
）

本
文
中
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

後
藤
は
、
下
水
道
の
整
備
と
い
う
衛
生
事
業
の
意
義
を
理
解
し
な
い
の
は
、
自
ら
の
生
命
の
価
値
（
値
段
）
を
低
く
見
て
い
る
こ
と
に
他
な

ら
ず
、
自
ら
の
生
命
を
重
ん
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
衛
生
事
業
を
積
極
的
に
支
持
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

｜
‐
区
役
所
の
調
べ
に
拠
れ
ば
平
均
一
間
に
付
僅
か
に
一
銭
六
厘
を
費
や
し
た
る
の
み
と
云
ふ
之
れ
に
由
て
吾
人
の
健
康
を
得
る
と
な
れ
ば

恰
も
一
銭
六
厘
に
て
此
貴
重
な
る
人
命
を
保
護
す
る
の
一
助
を
買
得
し
た
る
者
な
り
な
ん
と
安
き
も
の
に
あ
ら
ず
や
然
る
に
若
し
東
京
人
に

マ
マ

し
て
之
を
厭
嫌
す
る
こ
と
あ
ら
は
東
京
府
下
に
住
む
者
の
命
の
価
の
安
き
故
な
り
…
凡
そ
貴
重
な
る
も
の
は
夫
れ
に
準
し
た
る
保
護
を
要
せ

ざ
る
べ
か
ら
ず
況
や
人
命
に
於
て
は
猶
以
て
の
事
な
り
…

然
れ
ば
如
何
に
江
戸
子
が
水
道
の
水
で
産
湯
を
遣
た
と
て
自
慢
を
す
る
と
も
生
命
を
充
分
保
護
せ
ざ
れ
ぱ
其
心
体
の
価
の
卑
き
こ
と
明
瞭
な

れ
ば
水
道
の
水
を
呑
む
甲
斐
な
か
る
可
し
余
は
一
都
府
に
於
て
衛
生
除
害
法
の
起
る
と
否
ら
ざ
る
と
は
其
人
民
の
命
価
を
評
定
す
べ
き
善
良

マ
マ
（
八
）

の
権
衡
な
り
と
信
す
る
が
故
に
髪
に
生
命
の
直
段
を
定
む
る
に
容
易
な
る
秤
量
の
御
話
を
致
し
置
く
の
み
」
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こ
の
文
章
の
真
意
を
定
め
る
た
め
に
、
若
干
の
引
用
を
続
け
る
。
つ
ま
り
、
後
藤
は
、
注
（
八
）
の
引
用
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
衛
生
事

業
の
大
切
さ
を
、
生
命
の
高
価
、
低
価
と
連
動
さ
せ
て
論
じ
た
後
に
、
も
の
の
わ
か
る
は
ず
の
中
等
度
以
上
の
人
物
た
ち
に
さ
え
、
衛
生
事
業

へ
の
無
理
解
が
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
で
は
、
人
民
の
生
命
の
値
段
（
す
な
わ
ち
命
価
）
が
、
衛
生
事
業
の
発
達
の
度
合
に
よ
っ
て
定
ま
る
の
だ
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
衛
生
事
業
の
意
義
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
論
法
と
み
て
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
富
の
源
と
し
て
の
労
働
者
の
健
康
・
体
力
と
い
う
よ
う

な
、
経
済
学
的
内
容
を
含
む
概
念
と
比
べ
れ
ば
、
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
命
価
は
、
た
と
え
話
の
域
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い
。

次
に
、
「
国
家
衛
生
ノ
盛
衰
〈
国
民
ノ
命
価
二
関
係
ス
」
を
検
討
し
よ
う
。

こ
の
講
演
の
要
点
の
一
つ
は
、
野
村
氏
も
引
用
し
た
次
の
部
分
に
あ
る
。

「
曽
テ
新
平
ガ
承
ル
｜
一
此
会
堂
一
一
テ
講
談
ス
ル
金
玉
ノ
生
命
ヲ
保
護
ス
ル
方
法
〈
頗
ル
迂
遠
ニ
シ
テ
事
情
二
潤
ナ
リ
ト
云
う
世
間
ノ
評
判

ナ
ル
由
成
程
左
コ
ソ
ア
リ
ヌ
ベ
シ
一
山
百
文
ニ
モ
ナ
ラ
ヌ
瓦
石
ノ
命
価
ヲ
有
ス
ル
御
連
中
ニ
ハ
事
情
二
適
シ
テ
目
下
二
必
要
ナ
リ
ト
云
う
御

考
ノ
起
ル
筈
ガ
御
座
ラ
ヌ
此
間
連
ノ
評
判
ヲ
為
ス
者
ガ
ア
レ
ゞ
ハ
コ
ソ
新
平
ヲ
始
メ
本
会
員
ガ
苦
ン
デ
此
事
二
鞁
掌
ス
ル
次
第
ナ
ラ
ズ
ャ
全
ク

斯
ル
評
判
ヲ
聞
カ
ヌ
暁
｝
天
大
日
本
私
立
衛
生
会
モ
無
用
二
属
シ
テ
命
価
ノ
演
説
杯
ト
ハ
言
ヒ
モ
出
サ
レ
ヌ
極
楽
世
界
ト
相
成
ル
ベ
シ
…

此
等
の
御
連
中
二
対
シ
テ
ハ
今
日
ノ
衛
生
モ
或
〈
分
際
不
相
当
ニ
テ
お
三
ド
ン
’
一
十
一
ニ
ト
重
カ
ト
思
〈
ル
、
ガ
去
ニ
テ
モ
我
同
胞
ノ
兄
貴

マ
マ

「
必
寛
欧
米
文
明
国
ニ
ハ
中
等
以
上
ノ
人
物
ガ
其
生
命
ノ
高
価
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
り
之
ヲ
保
護
ス
ル
｜
ス
衛
生
法
ヲ
盛
一
一
セ
ザ
ル
可
ラ
サ
ル

マ
マ
マ
マ

コ
ト
ヲ
能
ク
会
得
シ
銘
点
各
々
ノ
注
意
ノ
ミ
’
一
テ
ハ
其
保
護
ノ
全
カ
ラ
サ
ル
カ
為
メ
始
メ
テ
公
衆
衛
生
法
ノ
必
要
ナ
ル
コ
ト
ヲ
感
シ
未
ダ
真

二
衛
生
ノ
必
要
ヲ
感
セ
ザ
ル
低
価
ノ
性
命
ヲ
有
ス
ル
賎
民
迄
モ
自
分
ノ
保
護
ノ
加
勢
ニ
駆
り
入
レ
タ
ル
ョ
リ
今
日
ノ
如
キ
衛
生
法
ノ
繁
昌
普

（
九
）

及
ヲ
見
ル
ー
至
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
知
ラ
レ
タ
リ
」
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注
（
九
）
の
引
用
部
分
と
注
（
一
○
）
の
引
用
部
分
を
重
ね
て
桑
る
な
ら
ば
、
後
藤
の
議
論
が
中
等
以
下
の
人
盈
を
政
策
対
象
か
ら
外
す
と

い
う
意
味
で
無
視
し
た
も
の
で
は
な
く
、
中
等
以
上
の
人
食
に
、
社
会
の
指
導
層
と
し
て
の
自
覚
と
認
識
を
、
衛
生
事
業
に
関
し
て
促
そ
う
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
後
藤
の
衛
生
行
政
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
対
象
と
し
て
中
等
以
下
も
含
ん
で
お
り
、

推
進
力
と
し
て
は
中
等
以
上
の
人
灸
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
講
演
末
尾
を
み
れ
ば
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

生
命
ノ
価
格
ヲ
高
貴
二

（
一
一
）

大
ナ
ラ
ズ
ャ
」

「
扱
前
一
ス
衛
生
法
〈
人
ノ
命
価
二
並
行
ス
ル
ガ
故
二
金
玉
ノ
命
価
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
金
玉
ノ
如
ク
シ
瓦
礫
ノ
命
価
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ハ
瓦

ウ
チ
ヤ
ッ

礫
ノ
如
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
陳
述
シ
タ
レ
、
〈
下
等
賎
民
ノ
者
〈
打
捨
テ
仕
舞
う
様
二
聞
ヘ
タ
ラ
ン
ガ
新
平
ハ
左
様
ナ
不
人
情
者
一
天
候
ハ
ズ
冒
頭

二
於
テ
申
置
キ
タ
ル
通
り
物
ノ
価
〈
時
代
ト
場
所
ト
開
明
ノ
度
ト
ー
依
テ
変
更
シ
…

元
来
万
物
ノ
霊
卜
云
う
万
物
中
二
最
貴
最
重
ノ
真
価
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
経
済
法
否
衛
生
法
ノ
守
り
方
ニ
テ
何
程
モ
価
ヲ
貴
ト
ヵ
ラ
シ
ム

故
二
新
平
〈
会
員
諸
君
ト
共
二
衛
生
的
ノ
修
羅
道
ダ
ル
吾
日
本
国
ノ
辻
を
二
立
テ
命
ト
財
ト
ノ
追
分
標
ト
ナ
リ
日
本
人
民
ノ
命
価
ヲ
引
揚
ゲ

テ
欧
米
諸
国
ノ
市
場
二
持
出
シ
全
世
界
ノ
命
価
ト
相
場
ノ
高
下
ヲ
争
ハ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
…

万
能
力
ア
ル
会
員
諸
君
ガ
自
ラ
奮
テ
追
分
標
ト
ナ
リ
日
本
人
民
衛
生
法
普
及
ノ
先
導
者
タ
ラ
ン
コ
ト
誠
二
企
望
二
堪
ヘ
ザ
ル
ナ
リ
…

生
命
ノ
価
格
ヲ
高
貴
ニ
シ
テ
国
家
ノ
衛
生
ヲ
翼
ク
ル
モ
ノ
ハ
吾
輩
衛
生
家
ノ
責
任
ナ
リ
鳴
呼
会
員
諸
君
三
我
衛
生
会
員
ノ
責
任
〈
実
二
重
且

（
一
○
）

株
即
チ
中
等
以
上
ノ
社
会
二
於
テ
並
一
一
気
ノ
附
カ
レ
ヌ
ト
ハ
揮
食
憐
し
千
万
ノ
話
ナ
リ
」

こ
の
文
章
に
は
、
後
藤
が
対
象
と
し
て
い
る
の
が
「
下
等
賎
民
」
を
含
む
日
本
人
民
全
体
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
衛
生
の

ル
コ
ト
ヲ
得
テ
…
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引
用
の
ご
と
く
、
『
原
理
』
本
文
に
は
「
命
価
」
と
い
う
用
語
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
、
後
藤
の
注
記
に
あ
る
よ
う
に
、
「
命
価
」
の
意
味

は
、
『
原
理
』
本
文
の
「
健
康
ノ
価
」
「
生
命
ノ
価
」
と
同
じ
に
扱
わ
れ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
明
治
十
八
年
、
十
九
年
の
二
つ
の
報
告
、
講
演
〔
注
（
五
）
、
（
六
）
〕
に
お
け
る
命
価
の
内
容
よ
り
も
、
は
る
か
に
経
済

学
的
内
実
を
備
え
た
概
念
に
進
歩
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
藤
は
注
（
一
二
）
の
引
用
文
に
続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
口
統
計
学
者
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
フ
ァ
ー
の
所
論
に
拠
り
つ
つ
、
「
人
口
ノ
経
済
的
価
値
」
「
人
生
ノ
価
値
」
を
論
ず
る
。
約
言
す
れ
ば
、
出
生
か
ら
一
人
前
に
な
る
ま
で

今
度
は
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
け
る
命
価
と
い
う
用
語
を
検
討
す
る
。

『
国
家
衛
生
原
理
』
（
以
下
、
『
原
理
』
と
記
す
る
）
に
お
い
て
「
命
価
」
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
の
は
、
第
五
篇
衛
生
ト
理
財
ト
ノ
関

係
第
二
三
章
衛
生
制
度
ノ
発
達
ト
財
力
ト
ノ
関
係
（
小
見
出
し
）
健
康
〈
至
高
ノ
財
本
と
い
う
個
所
の
承
で
あ
る
。

専
門
家
が
全
人
民
を
先
導
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
、
後
藤
が
そ
の
先
頭
に
立
た
ん
と
す
る
決
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
先
シ
此
一
二
言
セ
サ
ル
可
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
健
康
ノ
価
ナ
リ
夫
レ
健
康
〈
無
比
ノ
重
宝
ニ
シ
テ
無
量
ノ
価
値
ヲ
有
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
健
康

ノ
価
〈
人
ノ
人
ダ
ル
品
位
ノ
価
ナ
リ
且
経
済
上
ノ
価
タ
ル
コ
ト
ヲ
モ
共
二
察
知
セ
サ
ル
ヘ
ヵ
ラ
ス
何
レ
ノ
世
何
レ
ノ
国
二
在
テ
モ
各
人
自
ラ

＊

此
理
ヲ
弁
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ハ
髪
二
喋
為
ヲ
要
セ
サ
ル
ヘ
シ
故
二
健
康
〈
人
世
一
一
於
テ
至
高
ノ
財
本
タ
ル
ャ
亦
疑
フ
ヘ
ヵ
ラ
ス

終

明
治
十
九
年
五
月
大
日
本
私
立
衛
生
総
会
｝
一
於
テ
余
〈
国
家
衛
生
ノ
盛
衰
〈
国
民
ノ
命
価
二
関
係
ス
ト
謂
ヘ
ル
題
ニ
テ
演
説
シ
タ
リ
シ
カ

同
年
八
月
二
十
八
日
刊
行
同
会
雑
誌
第
三
十
九
号
一
一
在
り
宜
ク
本
文
ト
参
照
ス
ヘ
シ

抑
々
健
康
ノ
価
即
生
命
ノ
価
値
〈
古
人
未
タ
會
テ
発
セ
サ
ル
所
一
一
シ
テ
偶
食
近
世
諸
家
ノ
論
ス
ル
所
ナ
リ
ト
誰
実
二
衛
生
費
増
減
論
ノ
基
礎

（
一
一
一
）

ト
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
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こ
の
点
で
は
、
明
治
十
八
年
、
十
九
年
段
階
の
後
藤
の
新
工
夫
に
よ
る
「
命
価
」
と
、
明
治
二
十
二
年
の
『
原
理
』
に
お
け
る
「
健
康
ノ
価

即
生
命
ノ
価
値
」
と
は
、
後
者
が
フ
ァ
ー
を
媒
介
と
し
て
質
的
に
高
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
注
（
六
）
に
お
い
て
も
、
後
藤
は
健
康
な
生
命
が
資
本
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
「
健
康
ナ
ル
生
命
〈
完
全
ナ
ル
光
陰

（
一
四
）

ニ
シ
テ
俗
二
云
う
命
ガ
物
種
即
チ
造
化
ノ
元
金
ナ
リ
」
と
。

（
一
五
）

結
局
の
と
こ
ろ
、
後
藤
の
論
理
と
し
て
は
、
後
藤
の
注
記
に
あ
る
ご
と
く
、
ま
た
後
述
す
る
自
伝
に
み
ら
れ
る
ご
と
く
、
命
価
と
い
う
用
語

は
、
後
の
時
期
に
な
っ
て
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
も
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
『
原
理
』
に
お
け
る
「
健
康
の
価
即
生
命
ノ
価
値
」
と
い
う
、

よ
り
定
量
的
・
具
体
的
概
念
に
発
展
解
消
さ
れ
つ
つ
、
人
間
個
人
や
集
団
の
経
済
的
価
値
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
明
治
二
十
九
年
五
月
に
、
後
藤
が
大
日
本
私
立
衛
生
会
第
一
四
回
総
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
「
衛
生
と
資
本
」
と
題

す
る
講
演
が
あ
る
。
こ
こ
で
後
藤
は
、
「
信
用
と
貨
幣
と
は
第
二
の
資
本
で
第
一
は
生
命
で
あ
り
ま
す
心
躰
で
あ
り
ま
す
其
命
が
満
足
な
も
の

で
あ
っ
て
即
ち
健
康
で
能
く
働
け
ば
即
ち
第
二
の
資
本
も
出
来
る
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
そ
こ
で
衛
生
と
資
本
と
の
関
係
は
即
ち

（
一
一
ハ
）

生
命
若
く
ぱ
健
康
と
衛
生
と
の
関
係
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
経
済
的
価
値
と
し
て
の
健
康
も
し
く
は
生

命
を
資
本
と
し
て
考
察
す
る
の
で
あ
る
。
命
価
は
外
形
を
変
え
て
後
藤
の
衛
生
行
政
論
に
生
き
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
お
、
い
う
ま
で
も
な

く
、
「
衛
生
と
資
本
」
は
、
後
藤
の
ド
イ
ツ
留
学
後
、
日
清
戦
争
後
の
講
演
で
あ
る
。

（
一
七
）

し
た
が
っ
て
、
「
命
価
」
と
い
う
文
言
の
出
現
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
後
藤
の
理
論
的
大
転
換
を
証
明
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

注
今

（
一
二
一
）

て
い
た
。

て
い
る
。

の
養
育
費
と
、
一
生
の
稼
得
可
能
収
入
と
の
差
が
、
「
人
生
ノ
経
済
的
価
値
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
年
齢
構
成
別
人
口
や
就
業
人
口
に
関
連
さ
せ

て
集
団
的
に
考
量
す
る
の
が
「
人
口
ノ
経
済
的
価
値
」
な
の
で
あ
る
。

注
（
五
）
と
（
六
）
で
は
、
フ
ァ
ー
に
は
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
「
命
価
」
は
後
藤
の
「
新
工
夫
ノ
製
造
二
係
」
る
新
語
と
さ
れ

（
一
二
一
）

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
『
原
理
』
で
は
、
「
健
康
ノ
価
即
生
命
ノ
価
値
」
と
等
置
し
た
上
で
、
も
っ
ぱ
ら
フ
ァ
ー
に
依
拠
し
て
そ
の
概
念
を
展
開
し
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第
一
章
の
ま
と
め
と
し
て
提
出
し
た
野
村
氏
の
主
張
の
整
理
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
、
注
（
六
）
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
藤
の

政
策
対
象
が
「
中
等
度
以
上
」
の
み
で
な
く
、
全
人
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
後
藤
の
政
策
対
象
が
、
労
働
争
議
を
契
機
に
、
明

治
二
十
一
年
発
表
の
「
職
業
衛
生
法
」
以
来
、
生
涯
を
通
じ
て
変
ら
ず
、
一
貫
し
て
労
働
者
・
貧
民
を
主
と
し
た
こ
と
は
、
注
（
一
）
に
示
し

た
拙
論
で
証
明
し
た
。
野
村
氏
の
主
張
の
②
は
、
し
た
が
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
③
も
、
注
（
一
）
の
拙
論
に
お
い
て
、
後
藤
の
衛
生
行
政
論
の

一
貫
性
を
論
証
し
た
の
で
否
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
後
藤
の
衛
生
行
政
論
は
大
転
換
し
な
か
っ
た
し
、
政
策
対
象
と
し
て
の
労
働
者
・
貧
民
も

二
八
）

以
前
か
ら
対
象
の
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
④
に
つ
い
て
は
、
文
言
と
し
て
は
命
価
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
③
に
対
応
し
た

変
化
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
後
藤
に
お
け
る
命
価
か
ら
、
「
健
康
の
価
値
」
「
生
命
の
価
値
」
へ
の
概
念
の
成
長
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
野
村
氏
の
主
張
と
の
関
係
で
残
る
論
点
は
、
①
の
後
段
、
す
な
わ
ち
、
後
藤
の
衛
生
行
政
論
に
お
い
て
、
政
策
の
推
進

力
が
中
等
度
以
上
の
人
だ
と
さ
れ
た
こ
と
の
検
討
で
あ
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
後
藤
の
衛
生
行
政
論
に
お
い
て
は
、
政
策
を
進
め
る
の
は
、
中
等
度
以
上
の
人
士
で
あ
り
、
こ
の
中
等
度
以
上
の
人
士

を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
後
藤
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
て
い
た
課
題
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
啓
蒙
の
論
法
、
手
段
と
し
て
工
夫
さ
れ
た
の
が
、
命
価
と
い

う
用
語
お
よ
び
概
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
野
村
氏
の
主
張
の
①
の
後
段
は
、
筆
者
の
見
解
と
同
じ
で
あ
る
。

二
九
）

後
藤
新
平
と
啓
蒙
と
い
う
論
点
か
ら
、
命
価
説
を
考
察
し
よ
う
。

後
藤
が
啓
蒙
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
鶴
見
祐
輔
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
命
価
説
の
役
割
ｌ
啓
蒙
の
論
法

（
二
○
）

「
伯
に
は
、
講
演
癖
と
も
目
す
べ
き
一
つ
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
…
そ
れ
は
広
い
意
味
に
於
け
る
教
育
欲
で
あ
っ
た
」
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こ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
、
後
藤
の
啓
蒙
は
、
労
働
者
保
護
を
は
じ
め
、
広
く
衛
生
行
政
全
般
に
お
い
て
、
そ
の
実
行
の
た
め
の
不
可
欠
の

方
法
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
鶴
見
に
よ
れ
ば
、
内
務
省
衛
生
局
時
代
に
、
後
藤
は
次
の
よ
う
に
啓
蒙
を
と
ら
え
て
い
た
。

後
藤
の
啓
蒙
好
き
は
、
時
代
の
風
潮
と
い
う
一
面
も
あ
っ
た
。
後
藤
は
一
八
五
七
（
安
政
四
）
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
明
治
青
年
の
第
一
世
代

に
属
す
る
。
色
川
大
吉
氏
は
こ
の
世
代
を
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
る
。

「
主
と
し
て
一
八
五
○
年
代
生
ま
れ
の
ひ
と
び
と
で
、
明
治
初
年
代
に
青
少
年
期
を
む
か
え
、
啓
蒙
主
義
の
洗
礼
を
う
け
、
か
れ
ら
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
の
多
く
は
、
・
明
治
政
府
の
有
能
な
官
僚
と
な
る
か
、
自
由
民
権
運
動
の
第
一
線
活
動
家
と
な
っ
た
。
か
れ
ら
の
前
に
は
福
沢
諭

吉
ら
天
保
生
ま
れ
の
先
学
に
よ
る
啓
蒙
主
義
の
地
な
ら
し
が
あ
り
、
天
皇
制
は
ま
だ
確
立
せ
ず
、
文
明
開
化
の
急
ピ
ッ
チ
の
進
行
と
、
下
か

ら
の
民
権
運
動
の
力
強
い
も
り
あ
が
り
と
が
国
民
大
衆
の
健
康
な
活
力
を
み
な
ぎ
ら
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
に
か
れ

ら
の
成
長
期
は
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
感
受
性
の
鋭
い
か
れ
ら
の
胸
に
は
「
進
歩
ノ
世
紀
」
の
印
象
が
あ
ざ
や
か
に
刻
印
さ
れ
た
に
ち
が
い
な

（
一
一
一
一
）

か
つ
た
。
」
，

「
後
藤
伯
の
一
生
も
亦
、
国
民
啓
蒙
運
動
の
一
生
で
あ
っ
た
。
彼
は
優
れ
た
る
事
務
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
思
想
は
事
務
よ
り
偉

（
一
一
一
）

大
で
あ
る
こ
と
を
知
悉
し
て
い
た
」

「
凡
そ
衛
生
事
業
を
普
及
完
備
す
る
に
は
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
一
は
官
の
制
度
を
完
成
し
、
官
の
命
令
強
制
を
以
て
、
人
民
を
し
て

衛
生
事
項
を
遵
守
励
行
せ
し
む
る
の
法
で
あ
る
。
し
か
し
、
勿
論
こ
の
強
制
命
令
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
い
か
に
官
の
制
度
は
完
備
し
て

も
、
民
衆
に
衛
生
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
と
自
覚
と
が
な
け
れ
ば
、
到
底
完
全
に
実
行
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
今
日
の
所
謂
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ま
た
、
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
も
、
豪
農
・
中
農
層
が
社
会
の
基
幹
で
あ
っ
た
こ
と
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
色
川
氏
に
よ

れ
ば
、
「
当
時
（
明
治
十
年
代
…
日
野
）
、
運
動
の
主
役
で
あ
り
主
体
で
あ
っ
た
豪
農
Ⅱ
中
農
層
は
、
明
治
二
○
年
代
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
変

（
二
五
）

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
い
ぜ
ん
国
民
的
基
幹
で
あ
り
、
地
方
政
治
・
文
化
の
事
実
上
の
指
導
層
の
地
位
を
し
め
て
い
た
。
」

こ
う
し
た
事
情
の
背
景
に
は
、
当
時
、
日
本
国
民
の
大
半
が
農
村
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
る
。

後
藤
は
右
の
戦
略
に
も
と
づ
い
て
、
啓
蒙
活
動
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
教
育
的
啓
蒙
と
は
異
な
る
が
、
時
の
要
路
に
あ
る
上
流
人
士
に

対
し
て
は
、
建
白
書
や
建
言
、
提
言
を
提
出
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
二
十
年
前
後
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
後
藤
が
講
演
や
新
聞
雑
誌
を
通
じ
て
訴
え
る
対
象
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
主
に
中
流
以
上
の
人
々
で
あ
っ
た
。

色
川
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
豪
農
層
が
新
聞
や
演
説
を
受
け
入
れ
る
主
な
層
で
あ
っ
た
。

「
明
治
一
○
年
ご
ろ
か
ら
、
新
聞
を
自
由
に
公
衆
に
読
ま
せ
る
新
聞
縦
覧
所
の
よ
う
な
も
の
が
各
地
に
つ
く
ら
れ
た
。
一
三
年
に
は
武
蔵

国
西
多
摩
の
山
中
、
五
日
市
に
す
ら
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
農
村
で
の
新
聞
回
覧
が
流
行
し
、
各
紙
の
社
説
を
半
紙
に
写
し
と
っ
て
、
綴
じ

こ
桑
、
そ
れ
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
政
治
や
時
事
問
題
を
勉
強
す
る
と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
て
い
た
。
：
・
わ
た
く
し
が
調
査
し
た
武
州
や
相
州

（
二
四
）

の
山
奥
の
村
の
豪
農
た
ち
で
さ
え
、
し
ば
し
ば
、
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
学
習
し
て
い
る
。
」

「
宣
伝
」
広
い
意
味
の
社
会
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
即
ち
公
衆
衛
生
の
実
を
挙
げ
る
為
め
に
は
、
官
の
制
度
と
社
会
教
育
と
の
二
者

が
並
行
し
て
、
初
め
て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
一
二
一
）

こ
れ
が
夙
く
か
ら
、
伯
の
意
見
で
あ
っ
た
」
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中
等
度
以
上
の
人
士
の
も
う
一
つ
の
層
は
、
豪
商
で
あ
る
・
明
治
啓
蒙
思
想
の
主
流
は
、
「
殖
産
工
業
、
富
国
強
兵
」
政
策
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
に
代
弁
し
て
い
た
。
こ
の
思
想
は
、
「
お
お
む
ね
、
絶
対
主
義
の
社
会
的
基
盤
た
る
「
豪
家
ノ
農
商
」
Ⅱ
地
主
・
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
そ
の
階

ｃ
一
一
ハ
）

級
的
な
基
礎
と
し
て
踏
ま
え
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
中
等
以
上
層
は
、
従
来
か
ら
の
知
識
層
た
る
士
族
層
で
あ
っ
た
。
福
沢
諭
吉
は
明
治
二
十
年
代
初
頭
ま
で
、
士
族
を
文

（
二
七
）

明
の
に
な
い
手
と
見
な
し
て
い
た
。
ま
た
民
撰
議
院
即
時
設
立
に
賛
成
し
た
津
田
真
道
は
、
士
族
と
「
豪
富
」
の
者
と
に
選
挙
有
権
者
を
限
る

（
二
八
）

と
し
つ
つ
、
華
士
族
と
豪
富
と
が
知
識
層
で
あ
り
、
社
会
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
。

説
は
、
明
治
壼

説
の
一
つ
で
あ
一

の
宣
伝
に
つ
き
、

し
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
後
藤
新
平
が
、
政
策
の
主
な
る
対
象
を
労
働
者
・
貧
民
と
し
つ
つ
も
、
政
策
の
推
進
力
た
る
世
論
の
形
成
者
、
啓
蒙
の
対
象
と

（
二
九
）

し
て
、
国
民
的
基
幹
た
る
豪
農
、
中
農
を
中
心
と
し
、
豪
商
や
士
族
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
中
等
度
以
上
を
設
定
し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

あ
る
。 次

に
論
ず
べ
き
こ
と
ば
、
後
藤
新
平
の
啓
蒙
活
動
に
お
け
る
命
価
説
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。

こ
の
論
点
に
つ
い
て
貴
重
な
示
唆
を
与
え
る
の
が
鶴
見
の
論
評
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
弓
衛
生
ノ
盛
衰
〈
国
民
ノ
命
価
二
関
ス
』
と
い
う
演

は
、
明
治
一
九
年
五
月
二
九
日
、
厚
生
館
に
お
け
る
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
第
四
総
会
に
於
け
る
演
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
伯
御
自
慢
の
演

の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
自
叙
伝
に
特
記
し
て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。
当
時
先
覚
者
の
重
要
な
る
一
人
と
し
て
、
伯
が
衛
生

（
三
○
）

宣
伝
に
つ
き
、
い
か
な
る
論
法
を
用
い
た
か
を
知
る
よ
す
が
と
し
て
、
こ
こ
に
そ
の
大
略
を
摘
録
す
る
」
と
し
た
上
で
、
講
演
の
概
略
を
示

ま
さ
し
く
後
藤
の
新
工
夫
に
よ
る
命
価
と
い
う
用
語
は
、
衛
生
の
宣
伝
の
た
め
の
論
法
誠
啓
蒙
の
た
め
の
論
法
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
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こ
の
章
の
最
後
に
ま
た
「
衛
生
と
資
本
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
こ
の
演
説
に
お
い
て
後
藤
は
、
野
村
氏
が
注
（
四
）
で
引
用
し
た
「
倫
敦
の

富
は
労
働
者
に
あ
り
又
貧
民
に
あ
り
。
…
」
と
い
う
部
分
の
直
前
で
、
聴
衆
で
あ
る
大
日
本
私
立
衛
生
会
の
会
員
た
ち
（
医
師
、
行
政
関
係

者
、
教
師
な
ど
の
知
識
層
、
衛
生
事
業
に
関
心
を
示
す
華
族
や
商
工
業
者
、
富
農
な
ど
）
に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
の
啓
蒙
的
ア
ジ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
な
う
の
で
あ
る
。 （

一
二
一
）

鶴
見
の
文
中
に
あ
る
自
叙
伝
と
は
、
明
治
二
十
六
年
あ
る
い
は
二
十
七
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
後
藤
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

後
藤
が
留
学
か
ら
帰
国
し
た
後
に
も
、

で
き
な
い
が
、
後
藤
は
留
学
後
も
、
命
症

た
り
、
取
り
消
し
た
り
は
し
て
い
な
い
。

「
其
の
資
本
（
第
一
の
資
本
た
る
健
康
な
心
体
の
こ
と
：
．
日
野
）
の
大
部
分
を
占
め
其
の
保
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
は
上
流
社
会

に
あ
る
か
下
流
社
会
に
あ
る
か
と
云
ふ
と
下
等
の
労
働
社
会
に
あ
り
ま
す
る
故
に
何
れ
の
国
に
於
て
も
労
働
保
護
問
題
と
云
ふ
の
が
必
要
と

な
っ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
そ
れ
ゆ
え
に
筍
し
く
も
社
会
の
上
流
に
立
っ
て
居
る
所
の
人
は
一
国
同
胞
の
為
め
に
衛
生
法
を
以
て
資
本
の
保

護
を
し
や
う
と
云
ふ
と
き
に
は
彼
の
労
働
保
護
問
題
に
依
っ
て
始
め
て
目
的
を
達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
る
是
れ
紳
士
貴
婦
人
が
徳
を
世
の

（
一
二
一
二
）

中
に
施
こ
う
と
云
ふ
時
に
衛
生
法
に
依
っ
て
労
働
社
会
を
保
護
す
る
と
云
ふ
理
に
因
て
始
め
て
効
を
奏
す
る
の
で
す
」

「
此
人
頗
ル
学
理
ヲ
実
際
二
応
用
ス
ル
コ
ト
ニ
意
ヲ
駐
メ
、
衛
生
ノ
地
文
学
的
、
歴
史
的
、
経
済
的
関
係
ヲ
主
張
シ
、
慣
習
衛
生
ノ
沿
革

（
一
一
一
一
一
）

二
就
テ
、
一
六
年
越
後
巡
回
ノ
報
告
、
当
時
ノ
官
報
ニ
ァ
リ
。
又
衛
生
ノ
盛
衰
ハ
国
民
ノ
命
価
二
関
ス
ト
題
ス
ル
有
名
ナ
演
説
ア
リ
。
」

も
、
命
価
を
論
じ
た
講
演
を
自
慢
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
短
文
か
ら
だ
け
で
は
断
言

命
価
説
を
持
ち
続
け
た
と
桑
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
命
価
と
い
う
用
語
や
考
え
を
否
定
し

（28） 580



み
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
社
会
の
上
流
に
立
っ
て
い
る
」
「
紳
士
貴
婦
人
」
に
対
し
て
、
富
国
強
兵
の
立
場
か
ら
、
富
の
担
い
手
と
し
て
の
労
働

者
・
貧
民
の
保
護
の
必
要
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
四
）

こ
の
引
用
部
分
は
、
明
治
十
九
年
の
講
演
「
国
家
衛
生
ノ
盛
衰
ハ
国
民
ノ
命
価
二
関
係
ス
」
と
よ
く
似
て
い
る
。
注
（
二
）
に
示
し
た
部

分
は
、
ま
さ
に
、
注
（
三
三
）
の
部
分
と
同
一
の
啓
蒙
対
象
に
対
し
て
、
同
一
の
内
容
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
等
度
以
上

（
上
下
の
二
分
割
で
い
え
ば
上
流
）
の
人
灸
を
啓
蒙
対
象
と
し
、
衛
生
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て
国
の
富
を
大
な
ら
し
め
よ
う
と
い
う
啓
蒙
内
容

を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
の
論
法
と
し
て
後
藤
が
工
夫
し
た
用
語
こ
そ
、
命
価
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

①
後
藤
新
平
の
衛
生
行
政
論
に
お
い
て
、
政
策
対
象
は
一
貫
し
て
労
働
者
・
貧
民
な
ど
の
中
等
以
下
の
層
を
含
ん
で
い
た
。
む
し
ろ
、
明
治

二
十
一
年
に
発
表
し
た
論
文
「
職
業
衛
生
法
」
以
降
は
、
労
働
者
・
貧
民
を
主
な
対
象
と
し
て
い
た
。

②
政
策
の
推
進
力
は
中
等
以
上
の
人
士
と
設
定
さ
れ
、
こ
の
人
為
に
対
す
る
啓
蒙
を
後
藤
は
重
視
し
た
。

③
命
価
と
い
う
用
語
は
、
中
等
以
上
の
人
士
を
対
象
と
す
る
啓
蒙
を
有
効
に
進
め
る
た
め
の
論
法
と
し
て
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

④
命
価
と
い
う
用
語
は
、
『
国
家
衛
生
原
理
』
に
お
い
て
は
、
フ
ァ
ー
の
所
説
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
具
体
的
、
定
量

的
、
経
済
学
的
な
内
容
が
与
え
ら
れ
、
表
現
も
命
価
か
ら
健
康
の
価
あ
る
い
は
生
命
の
価
値
へ
と
変
化
し
た
。

⑤
後
藤
に
あ
っ
て
は
、
留
学
後
も
日
清
戦
争
後
も
、
命
価
と
い
う
考
え
方
は
否
定
も
さ
れ
ず
、
取
り
消
し
も
さ
れ
ず
に
生
き
続
け
た
。

め
て
結
論
を
示
す
。

後
藤
新
平
の
衛
生
行
政
論
が
、
彼
の
ド
イ
ツ
留
学
や
日
清
戦
争
の
前
後
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
た
注
（
一
）
の
拙
論
を
含

結

杢
茄
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文
献
お
よ
び
注

戸、/-､/~、へへ戸、へへへへへへへ

三西三三＝己ナしノー、‐ロブ電：五四三三
、‐､ご＼－ノーノ、=ノミンーン、ノー、ジーーノ

な
お
、
拙
論
、
「
医
療
政
策
思
想
史
ノ
ー
ト
」
、
）
、
分
）
ｌ
⑮
）
『
月
刊
保
団
連
』
第
二
○
三
号
（
昭
和
五
十
九
年
）
、
第
一
三
八
号
（
六
十
一

年
）
、
第
二
四
四
号
（
六
十
一
年
）
、
第
二
四
五
号
（
六
十
一
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
一
ご
野
村
拓
「
講
座
医
療
政
策
史
』
四
九
’
五
○
頁
、
医
療
図
書
出
版
社
、
昭
和
四
十
三
年
。

こ
こ
で
野
村
氏
は
、
後
藤
が
明
治
十
九
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
、
「
国
家
衛
生
の
盛
衰
〈
国
民
ノ
命
価
二
関
係
ス
」
と
題

す
る
講
演
か
ら
引
用
を
し
、
そ
れ
に
続
け
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
講
演
に
つ
い
て
は
別
項
で
論
ず
る
。
な
お
、
野
村
氏
が
引
用
し
た
の
は
、
注

（
一
）
後
藤
の
衛
生
行
政
論
の
一
貫
性
の
論
証
は
、
拙
論
、
「
後
藤
新
平
の
衛
生
行
政
論
の
一
貫
性
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
行
な
っ
た
（
本
誌
第
三
十
四

前
掲
（
六
）
、
三
一
頁
。

明
治
二
十
六
年
ま
た
は
二
十
七
年
に
書
か
れ
た
、
半
生
を
記
す
手
記
の
こ
と
。

鶴
見
祐
輔
『
後
藤
新
平
』
第
一
巻
、
六
四
頁
、
後
藤
新
平
伯
伝
記
編
纂
会
、
昭
和
十
二
年
。

前
掲
（
七
）
、
一
五
四
頁
。

前
掲
（
六
）
、
一
九
頁
。

前
掲
（
六
）
、
三
○
’
三
一
頁
。

前
掲
（
六
）
、
三
二
’
三
三
頁
。

前
掲
（
六
）
、
二
九
頁
。

前
掲
（
二
）
、
五
六
’
五
七
頁
。

『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
第
三
十
一
号
、
三
一
’
三
四
頁
、
明
治
十
八
年
。

『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
第
三
十
九
号
、
一
八
’
三
三
頁
、
明
治
十
九
年
。

後
藤
新
平
纂
述
『
国
家
衛
生
原
理
』
一
五
四
頁
、
発
行
所
未
記
載
、
明
治
二
十
二
年
。

前
掲
（
五
）
、
三
三
’
三
四
頁
。

（
九
）
の
部
分
で
あ
る
。

前
掲
（
二
）
、
五
四
頁
。

巻
第
三
号
）
。
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（
宍
）
後
藤
新
平
「
衛
生
と
資
本
」
『
大

（
一
ぢ
二
章
全
体
に
つ
い
て
、
拙
論
屋

和
六
十
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
恥

（
六
）
念
の
た
め
、
野
村
氏
が
、
大
転
蹄

業
衛
生
法
」
か
ら
出
し
て
お
く
。

戸、戸、/ベ/~、〆、戸､へ/ー､戸､へ

プしノヘセフ＜＝四三三二一つ
皇ノー、一ノゼ、－ノ､ど＼ジン曹一

（
一
九
）

（
三
つ
）

（
三
一
）

「
王
公
ノ
富
源
モ
亦
此
貧
賎
ナ
ル
労
役
社
会
一
一
在
ル
’
一
非
ス
ャ
英
国
ノ
富
〈
貧
民
一
一
在
リ
ト
皇
一
一
知
言
ト
云
う
ヘ
シ
由
是
観
之
職
業
衛
生
制
度
ヲ

設
ケ
テ
労
役
者
ヲ
保
護
シ
衛
生
巡
閲
官
ヲ
設
ヶ
製
作
場
ヲ
検
閲
セ
シ
ム
ル
ハ
邦
国
ノ
富
強
ヲ
致
ス
ヘ
キ
本
源
ヲ
培
養
ス
ル
モ
ノ
」
（
『
大
日
本
私
立

衛
生
会
雑
誌
』
第
六
三
号
、
五
七
九
’
五
八
○
頁
、
明
治
二
十
一
年
）
。

拙
論
「
後
藤
新
平
と
明
治
啓
蒙
思
想
」
『
医
療
経
済
研
究
会
会
報
』
第
三
六
号
、
昭
和
六
十
二
年
。

こ
の
拙
論
に
お
い
て
、
明
治
啓
蒙
思
想
の
特
質
と
か
か
わ
ら
せ
つ
つ
、
後
藤
新
平
の
啓
蒙
主
義
の
独
自
性
と
限
界
を
考
察
し
た
。

前
掲
（
一
五
）
、
四
六
三
頁
。

前
掲
（
一
五
）
、
四
七
三
頁
。

色
川
大
吉
「
明
治
二
○
年
代
の
文
化
」
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
第
一
七
巻
、
二
七
八
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
八
年
。

色
川
大
吉
『
近
代
国
家
の
出
発
』
二
’
一
二
頁
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
九
年
。

前
掲
（
二
二
）
、
二
七
二
１
く
二
七
三
頁
。

宮
川
透
「
日
本
啓
蒙
思
想
の
構
造
」
『
明
治
文
学
全
集
三
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
四
二
五
頁
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
。

大
島
清
、
加
藤
俊
彦
、
大
内
力
「
明
治
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
』
三
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
八
年
。

津
田
真
道
「
政
論
三
」
『
明
六
雑
誌
』
第
一
六
号
、
一
二
五
頁
、
明
治
七
年
、
前
掲
（
二
六
）
所
収
。

士
族
お
よ
び
中
農
が
、
当
時
、
急
速
な
階
層
分
化
の
過
程
に
あ
り
、
現
実
的
な
国
民
的
基
幹
た
り
え
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

注
（
一
九
）
の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
と
く
に
二
五
’
二
六
頁
。

色
川
大
吉
「
明
治
二
○
年
代

前
掲
（
一
五
）
、
四
七
四
頁
。

注
（
一
九
）
の

前
掲
（
一
五
）
、

こ
の
自
叙
伝
に
つ
い
て
鶴
見
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
「
こ
の
伯
の
自
叙
伝
と
い
う
の
は
、
伯
が
相
馬
事
件
の
冤
未
だ
雲
れ
ず
、
欝
盈
と

し
て
閉
居
し
て
い
た
時
に
、
自
ら
手
記
し
た
も
の
で
、
篇
中
自
己
を
指
し
て
「
此
人
」
と
謂
っ
て
い
る
。
原
本
は
巻
紙
に
墨
書
し
た
細
字
三
間
ぱ

三
三
九
頁
。 大

転
換
の
論
拠
と
し
て
示
し
た
「
衛
生
と
資
本
」
か
ら
の
引
用
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
章
を
、
明
治
二
十
一
年
の
「
職

『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
』
第
一
五
七
号
、
六
○
八
頁
、
明
治
二
十
九
年
。

「
医
療
政
策
思
想
史
ノ
ー
ト
」
（
９
）
、
恥
）
『
月
刊
保
団
連
』
第
二
○
○
号
（
昭
和
五
十
九
年
）
、
第
二
四
八
号
（
昭
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シ
ｏ
８
ａ
言
い
８
日
昌
吋
①
函
①
胃
呂
〉
号
①
国
侭
旦
堕
島
冨
、
胃
巴
昏
で
島
ミ
ミ
①
弓
⑦
巨
旨
８
回
目
鴨
２
国
尉
員
］
画
昌
国
侭
①
房
葛
①
弓
の

巴
乏
四
預
置
ご
○
胃
①
爵
四
国
Ｑ
号
①
で
○
○
詞
〕
』
．
①
。
〕
ざ
弓
⑦
門
ら
毎
協
吊
〕
⑦
Ｏ
豆
①
．
○
目
号
①
○
昏
胃
ず
ぃ
旨
具
吾
⑦
国
侭
⑦
岳
（
罵
⑦
己
侭
冨
①
旨
昌
①
昌

○
由
｝
〕
一
切
｝
〕
⑦
四
一
一
ヶ
で
○
］
』
○
く
ヨ
ミ
①
旬
⑦
匡
吻
目
画
一
』
望
舜
｝
〕
①
旨
〕
一
旦
色
』
⑦
四
目
Ｑ
屋
も
で
⑦
村
。
］
騨
閉
①
函
．
三
【
①
〕
１
天
画
云
国
堕
庁
｝
〕
①
一
○
ｍ
』
○
○
局
芹
○
○
］
○
尾
．
芹
｝
昌
函

①
己
揖
胃
の
巨
冒
①
貝
．
目
巨
吻
①
旦
巨
ｏ
胃
旨
冒
巴
８
斤
具
シ
邑
凰
宍
四
ｇ
Ｑ
目
○
斤
ａ
琴
画
昌
鴨
①
ぐ
①
旨
旦
訂
尾
匡
切
、
言
旦
く
旨
①
①
員
昌
秒
目
ぐ
回
国
ｇ

亀

、

吾
①
睦
昌
○
当
四
で
閏
〕
①
、
①
ミ
目
．

の
目
）
○
型
］
四
壱
画
目
①
ｍ
①
一
之
四
局

の
匡
買
も
国
○
○
８
日
四
・
①
画
昌
の
ｘ
で
門
①
鵲
５
国
）
戸
房
〒
宍
画
》
諄
『
寓
。
写
目
⑦
四
日
吾
①
も
国
８
○
吋
号
①
ぐ
巴
巨
の
ｇ
彦
巨
日
四
目
匡
詐
．

＄

●

夛
房
』
宍
四
寄
閉
ず
①
①
目
号
ｇ
漏
胃
島
閉
口
訂
冒
昌
乏
冨
ｏ
寄
暑
冒
す
○
房
①
Ｑ
｝
房
冒
○
‐
日
匙
巳
①
ｎ
首
め
こ
〕
①
巴
号
で
巳
旨
ざ
ｚ
画
目
①
ご
〉

戸
自
国
‐
屍
四
一
〕
回
い
ず
①
①
ロ
○
○
国
己
⑦
○
号
①
Ｑ
夛
討
』
《
ず
計
｝
房
①
○
℃
』
旨
』
○
口
再
ず
ゆ
弄
詳
写
の
痔
四
吋
い
①
扇
○
由
ご
房
｝
〕
⑦
画
一
骨
昏
も
○
］
旨
く
葛
①
局
の
《
ず
①
閂
冒
笥
旦
。
』
○
四
口
Ｑ

○
●

、

目
℃
も
①
弓
ｏ
宮
脇
＄
閏
丘
毒
①
日
画
Ｑ
①
号
①
盲
乏
ｑ
ｏ
旨
鵲
①
ｍ
臣
ｍ
目
①
名
画
侭
９
脚
津
国
“
屋
、
堕
冒
Ｑ
冒
甘
の
①
旨
】
〕
閏
二
目
丘
・
巨
門
旨
、
号
①

（
一
一
一
二
）

（
一
二
二
）

（
三
四
）

い注
。

前
掲
（
一
五
）
、
三
三
九
頁
。

前
掲
（
一
六
）
、
六
二
’
六

注
（
三
三
）
の
引
用
部
分
は
、

（
一
五
）
、
六
四
頁
。
〕

か
り
の
も
の
で
あ
る
が
、
伯
が
失
意
の
日
に
、
自
己
の
半
生
を
客
観
的
に
記
述
し
た
も
の
と
し
て
、
頗
る
有
意
義
な
る
文
献
で
あ
る
」
〔
前
掲

崖
の
目
・
『
。
ご
理
〕
言
己
凪
の
○
さ
》
の
↓
《
宮
田
☆
四
目
言
○
門
司
》

ず
冠
聖
旨
旨
巨
甲
自
ｚ
○

一
二
頁
。

明
治
二
十
一
年
の
「
職
業
衛
生
法
」
と
、
表
現
も
含
め
て
、
酷
似
し
て
い
る
。
前
掲
（
一
八
）
の
文
献
を
見
ら
れ
た

（
国
立
公
衆
衛
生
院
衛
生
行
政
学
部
）

（32） 584


